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第 10 章 
ミレニアム開発目標とジェンダー 








ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals、以下 MDGs）は、2000 年
に採択された「国連ミレニアム宣言」と 1990 年代に開催された主要な国際会議
及びサミットで定められた具体的な数値目標を伴う開発目標である。MDGs は達
成期限を 2015 年と定め、8 つの目標と 21 のターゲット、60 の指標から構成さ
れている。 





これら 8 つの目標はいずれもジェンダーとは密接な関わりを持っている。第 3










れ、多くの提言がなされている（Sweetman , 2005, UN ESCAP et al.,2014, World 
Bank and IMF, 2015）。ここでは先行研究を踏まえ、分析対象を筆者が参加した第
58 回国連婦人の地位委員会（Commission on the Status of Women 以下 CSW）での
一般討論に絞り、ジェンダーの視点に基づく MDGs の検討に主眼を置く。 




ふたつの機能を有している。CSW は毎年 2 月末から 3 月にかけてニューヨーク
の国連本部で 10 日間開催され、年ごとに定められた優先テーマに沿って議論が
おこなわれる。第 58 回にあたる 2014 年度の CSW の優先テーマは、「女性及び
女児に対するミレニアム開発目標（MDGs）実施における課題及び成果」であった。 
CSW の期間中は、各国の政府代表や国連機関、国際 NGO の代表らによるス
テートメントが一般討論で読み上げられる 1)。ステートメントとは、各国や機関
がその年の CSW の優先テーマに関する自国での取組の進捗状況を報告し、今後
の取組について述べる意見表明を指す。第 58 回 CSW では MDGs の達成成果に
ついて 158 の国と地域、国連機関等による報告がなされた。筆者は 3 月 13 日午
前中におこなわれた一般討論に出席し、30 ヵ国の CSW 代表によるステートメン
トを傍聴した。2 節での考察はこの日のステートメントの内容によっている。 
第 2 節では第 58 回 CSW での MDGs の評価についての討論を概観する。第 3
節では妊産婦死亡率の低下をめぐる成功事例から得られた教訓を紹介し、第 4 節
でポスト MDGs の課題についてまとめる。 
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2 MDGs の成果 
まず MDGs の成果について目標ごとにみていくことにしよう。 
目標 1 極度の貧困と飢餓の撲滅 
貧困削減という目標は MDGs の期限である 2015 年を待たずに、一定の進展を
みた。貧困線（1 日の所得が 1.25 米ドル以下）を下回る人々の割合は、1990 年の 47％

















とができる。世界の非識字者の 3 分の 2 が女性である事実を考えれば、初等教育
の普及を掲げた MDGs がジェンダー平等に貢献したことは論をまたない。しか
し、こうした成果の一方、この分野については未解決の課題も指摘されている。























が、UN Women が 63 ヵ国で実施した調査で明らかになっている（UN Women 
website）。 
目標 4 乳幼児死亡率の低減 /目標 5 妊産婦の健康状態の改善 
目標 4 と 5 はワクチン接種率の向上により 2015 年までに数値目標を達成予定
であると表明したコンゴ民主共和国や、乳幼児死亡率の低減をほぼ達成したモン






目標 6 HIV/エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延防止 

















目標 8 開発のためのグローバルなパートナーシップの推進 
目標 8 については援助を提供するドナー国からの発言に着目した。政府開発援
助の実施に際しては、対象国のジェンダー主流化の進展度合いと、組織内の男女









3 MDGs 成功事例からの示唆 
これまで第 58 回 CSW での一般討論での議論を中心として、MDGs の成果と




CSW の一般討論では、1 ヵ国につき 5 分以内と報告時間が定められているた
め、成功事例やベスト・プラクティスの詳細な分析が述べられることはない。そ
のため、ここでは女性や女児のリプロダクティブ・ヘルス・ライツの向上を目指
した目標 4 と目標 5 について、世界保健機関やユニセフら 5 つの国際機関がおこ
なった妊産婦死亡率低下のための取組を分析した報告書、『1990 年から 2013 年
における妊産婦死亡率の傾向（“Trends in Maternal Mortality: 1990 to 2013”）』 
（WHO et al. 2014）を手がかりとして考えてみたい。同報告書によれば調査対象
となった国のうち、MDGs の目標 5 について 2013 年度内に達成見込みとなって
いるのは 19 ヵ国、11 ヵ国が「順調に推移（on track）」しており、63 ヵ国が「目
標達成に向かい進展がある（making progress）」と位置づけられ、「取組が不十分
（insufficient progress）」とみなされたのは 13 ヵ国となっている（前掲書: p.27.）。
なお、この評価はいずれも 1990 年の妊産婦死亡率の数値をもとに、2013 年の数
値を比較、検討した結果による。 



















であるが、WHO らが抽出したベスト・プラクティスは MDGs が対象としている





──ポスト MDGs の枠組みでジェンダー平等を独立した目標ととらえる 
CSW の一般討論での議論をもとに、各国の MDGs の進捗状況について論じた。
最後にこれまでの議論を振り返り、MDGs に向けた今後の課題について述べ本稿
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の締めくくりとしたい。 

































ンクされており、（U.S. Department of State, 2014）、外国人労働者の受入れをめぐ
る議論も進行している。 












1 CSW で政府代表が読み上げるステートメントは、UN Women のサイトで閲覧可能
である。http://www.unwomen.org/en/csw/csw58-2014 
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